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【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　陽極と陰極との間に少なくとも１つの発光層を備える有機電界発光デバイスであって、
前記発光層は、ホスト及びリン光性ドーパントを含み、前記ホストは、多成分ホスト化合
物からなり、前記多成分ホスト化合物のうち少なくとも第１のホスト化合物は、アリール
基を含有するビカルバゾール誘導体である以下の式１により表され、第２のホスト化合物
は、窒素含有ヘテロアリール基を含むカルバゾール誘導体である以下の式２により表され
、
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【化１】

　式中、
　Ａ１及びＡ２は、それぞれ独立して、置換もしくは非置換の（Ｃ６－Ｃ３０）アリール
基を表し、前記Ａ１及びＡ２の置換（Ｃ６－Ｃ３０）アリール基の置換基は、それぞれ独
立して、重水素、ハロゲン、カルボキシル基、ニトロ基、ヒドロキシル基、（Ｃ１～Ｃ３
０）アルキル基、ハロ（Ｃ１～Ｃ３０）アルキル基、（Ｃ２～Ｃ３０）アルケニル基、（
Ｃ２～Ｃ３０）アルキニル基、（Ｃ１～Ｃ３０）アルコキシ基、（Ｃ１～Ｃ３０）アルキ
ルチオ基、（Ｃ３～Ｃ３０）シクロアルキル基、（Ｃ３～Ｃ３０）シクロアルケニル基、
（Ｃ６～Ｃ３０）アリールオキシ基、（Ｃ６～Ｃ３０）アリールチオ基、非置換またはト
リ（Ｃ６～Ｃ３０）アリールシリル基で置換されている（Ｃ６～Ｃ３０）アリール基、ト
リ（Ｃ１～Ｃ３０）アルキルシリル基、トリ（Ｃ６～Ｃ３０）アリールシリル基、ジ（Ｃ
１～Ｃ３０）アルキル（Ｃ６～Ｃ３０）アリールシリル基、（Ｃ１～Ｃ３０）アルキルジ
（Ｃ６～Ｃ３０）アリールシリル基、アミノ基、モノもしくはジ（Ｃ１～Ｃ３０）アルキ
ルアミノ基、モノもしくはジ（Ｃ６～Ｃ３０）アリールアミノ基、（Ｃ１～Ｃ３０）アル
キル（Ｃ６～Ｃ３０）アリールアミノ基、（Ｃ１～Ｃ３０）アルキルカルボニル基、（Ｃ
１～Ｃ３０）アルコキシカルボニル基、（Ｃ６～Ｃ３０）アリールカルボニル基、ジ（Ｃ
６～Ｃ３０）アリールボロニル基、ジ（Ｃ１～Ｃ３０）アルキルボロニル基、（Ｃ１～Ｃ
３０）アルキル（Ｃ６～Ｃ３０）アリールボロニル基、（Ｃ６～Ｃ３０）アリール（Ｃ１
～Ｃ３０）アルキル基、及び（Ｃ１～Ｃ３０）アルキル（Ｃ６～Ｃ３０）アリール基から
なる群から選択される少なくとも１つであり、
　Ｘ１～Ｘ１６は、それぞれ独立して、水素、重水素、ハロゲン、置換もしくは非置換の
（Ｃ１－Ｃ３０）アルキル基、置換もしくは非置換の（Ｃ２－Ｃ３０）アルケニル基、置
換もしくは非置換の（Ｃ２－Ｃ３０）アルキニル基、置換もしくは非置換の（Ｃ３－Ｃ３
０）シクロアルキル基、置換もしくは非置換の（Ｃ６－Ｃ６０）アリール基、置換もしく
は非置換の３～３０員ヘテロアリール基、置換もしくは非置換のトリ（Ｃ１－Ｃ３０）ア
ルキルシリル基、置換もしくは非置換のトリ（Ｃ６－Ｃ３０）アリールシリル基、置換も
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しくは非置換のジ（Ｃ１－Ｃ３０）アルキル（Ｃ６－Ｃ３０）アリールシリル基、または
置換もしくは非置換のモノもしくはジ（Ｃ６－Ｃ３０）アリールアミノ基を表すか、ある
いは、隣接する置換基間に連結して、窒素、酸素、及び硫黄から選択される少なくとも１
個のヘテロ原子で炭素原子（複数可）が置換され得る、置換もしくは非置換の、単環式も
しくは多環式の、（Ｃ３－Ｃ３０）脂環式環または芳香族環を形成し、
　前記Ｘ１～Ｘ１６の前記置換（Ｃ１－Ｃ３０）アルキル基、前記置換（Ｃ２－Ｃ３０）
アルケニル基、前記置換（Ｃ２－Ｃ３０）アルキニル基、前記置換（Ｃ３－Ｃ３０）シク
ロアルキル基、前記置換（Ｃ６－Ｃ６０）アリール基、前記置換３～３０員ヘテロアリー
ル基、前記置換トリ（Ｃ１－Ｃ３０）アルキルシリル基、前記置換トリ（Ｃ６－Ｃ３０）
アリールシリル基、前記置換ジ（Ｃ１－Ｃ３０）アルキル（Ｃ６－Ｃ３０）アリールシリ
ル基、前記置換モノもしくはジ（Ｃ６－Ｃ３０）アリールアミノ基、及び前記置換された
単環式もしくは多環式の、（Ｃ３－Ｃ３０）脂環式環または芳香族環の置換基は、それぞ
れ独立して、重水素、ハロゲン、カルボキシル基、ニトロ基、ヒドロキシル基、（Ｃ１～
Ｃ３０）アルキル基、ハロ（Ｃ１～Ｃ３０）アルキル基、（Ｃ２～Ｃ３０）アルケニル基
、（Ｃ２～Ｃ３０）アルキニル基、（Ｃ１～Ｃ３０）アルコキシ基、（Ｃ１～Ｃ３０）ア
ルキルチオ基、（Ｃ３～Ｃ３０）シクロアルキル基、（Ｃ３～Ｃ３０）シクロアルケニル
基、３～７員ヘテロシクロアルキル基、（Ｃ６～Ｃ３０）アリールオキシ基、（Ｃ６～Ｃ
３０）アリールチオ基、非置換または（Ｃ６～Ｃ３０）アリール基で置換されている３～
３０員ヘテロアリール基、非置換または３～３０員ヘテロアリール基、もしくはトリ（Ｃ
６～Ｃ３０）アリールシリル基で置換されている（Ｃ６～Ｃ３０）アリール基、トリ（Ｃ
１～Ｃ３０）アルキルシリル基、トリ（Ｃ６～Ｃ３０）アリールシリル基、ジ（Ｃ１～Ｃ
３０）アルキル（Ｃ６～Ｃ３０）アリールシリル基、（Ｃ１～Ｃ３０）アルキルジ（Ｃ６
～Ｃ３０）アリールシリル基、アミノ基、モノもしくはジ（Ｃ１～Ｃ３０）アルキルアミ
ノ基、モノもしくはジ（Ｃ６～Ｃ３０）アリールアミノ基、（Ｃ１～Ｃ３０）アルキル（
Ｃ６～Ｃ３０）アリールアミノ基、（Ｃ１～Ｃ３０）アルキルカルボニル基、（Ｃ１～Ｃ
３０）アルコキシカルボニル基、（Ｃ６～Ｃ３０）アリールカルボニル基、ジ（Ｃ６～Ｃ
３０）アリールボロニル基、ジ（Ｃ１～Ｃ３０）アルキルボロニル基、（Ｃ１～Ｃ３０）
アルキル（Ｃ６～Ｃ３０）アリールボロニル基、（Ｃ６～Ｃ３０）アリール（Ｃ１～Ｃ３
０）アルキル基、及び（Ｃ１～Ｃ３０）アルキル（Ｃ６～Ｃ３０）アリール基からなる群
から選択される少なくとも１つであり、
　Ｍａは、置換もしくは非置換の窒素含有５～３０員ヘテロアリール基を表し、
　Ｌａは、単結合、または置換もしくは非置換の（Ｃ６－Ｃ３０）アリーレン基を表し、
　Ｘａ及びＸｂ、Ｘｂ及びＸｃ、Ｘｃ及びＸｄ、Ｘｅ及びＸｆ、Ｘｆ及びＸｇまたはＸｇ
及びＸｈが互いに連結して、（Ｃ１－Ｃ１０）アルキル基または（Ｃ６－Ｃ１５）アリー
ル基でさらに置換され得る、インドール環を形成しており
　前記インドール環を形成していないＸａ～Ｘｈは、それぞれ独立して、水素、重水素、
ハロゲン、シアノ基、置換もしくは非置換の（Ｃ１－Ｃ３０）アルキル基、置換もしくは
非置換の（Ｃ２－Ｃ３０）アルケニル基、置換もしくは非置換の（Ｃ２－Ｃ３０）アルキ
ニル基、置換もしくは非置換の（Ｃ３－Ｃ３０）シクロアルキル基、置換もしくは非置換
の（Ｃ６－Ｃ６０）アリール基、フリル、チオフェニル、ピロリル、イミダゾリル、ピラ
ゾリル、チアゾリル、チアジアゾリル、イソチアゾリル、イソオキサゾリル、オキサゾリ
ル、オキサジアゾリル、トリアジニル、テトラジニル、トリアゾリル、テトラゾリル、フ
ラザニル、ピリジル、ピラジニル、ピリミジニル、ピリダジニル、ベンゾフラニル、ベン
ゾチオフェニル、イソベンゾフラニル、ジベンゾフラニル、ジベンゾチオフェニル、ベン
ゾイミダゾリル、ベンゾチアゾリル、ベンゾイソチアゾリル、ベンゾイソオキサゾリル、
ベンゾオキサゾリル、イソインドリル、インドリル、インダゾリル、ベンゾチアジアゾリ
ル、キノリル、イソキノリル、シンノリニル、キナゾリニル、キノキサリニル、フェノキ
サジニル、フェナントリジニル及びベンゾジオキソリルからなる群から選択される置換も
しくは非置換の３～３０員ヘテロアリール基、置換もしくは非置換のトリ（Ｃ１－Ｃ３０
）アルキルシリル基、置換もしくは非置換のトリ（Ｃ６－Ｃ３０）アリールシリル基、置
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換もしくは非置換のジ（Ｃ１－Ｃ３０）アルキル（Ｃ６－Ｃ３０）アリールシリル基、ま
たは置換もしくは非置換のモノもしくはジ（Ｃ６－Ｃ３０）アリールアミノ基を表すか、
あるいは、隣接する置換基間に連結して、窒素、酸素、及び硫黄から選択される少なくと
も１個のヘテロ原子で炭素原子（複数可）の環が置換され得る、置換もしくは非置換の、
単環式もしくは多環式の、（Ｃ３－Ｃ３０）脂環式環または芳香族環を形成し、
　前記インドール環を形成していないＸａ～Ｘｈを隣接する置換基間で連結することによ
り形成される前記縮合芳香族環または前記縮合芳香族複素環は、（Ｃ１－Ｃ１０）アルキ
ル基または（Ｃ６－Ｃ１５）アリール基でさらに置換され得る、ベンゼン、インデン、ベ
ンゾフラン、及びベンゾチオフェンからなる群から選択され、
　前記ヘテロアリール基は、Ｂ、Ｎ、Ｏ、Ｓ、Ｐ（＝Ｏ）、Ｓｉ、及びＰから選択される
少なくとも１個のヘテロ原子を含有する、有機電界発光デバイス。
【請求項２】
　式１の前記化合物は、以下の式３、４、５、または６により表され、
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【化２】

　式中、
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　Ａ１及びＡ２は、それぞれ独立して、置換もしくは非置換の（Ｃ６－Ｃ３０）アリール
基を表し、
　Ｘ１～Ｘ１６は、それぞれ独立して、水素、重水素、ハロゲン、置換もしくは非置換の
（Ｃ１－Ｃ３０）アルキル基、置換もしくは非置換の（Ｃ２－Ｃ３０）アルケニル基、置
換もしくは非置換の（Ｃ２－Ｃ３０）アルキニル基、置換もしくは非置換の（Ｃ３－Ｃ３
０）シクロアルキル基、置換もしくは非置換の（Ｃ６－Ｃ６０）アリール基、置換もしく
は非置換の３～３０員ヘテロアリール基、置換もしくは非置換のトリ（Ｃ１－Ｃ３０）ア
ルキルシリル基、置換もしくは非置換のトリ（Ｃ６－Ｃ３０）アリールシリル基、置換も
しくは非置換のジ（Ｃ１－Ｃ３０）アルキル（Ｃ６－Ｃ３０）アリールシリル基、または
置換もしくは非置換のモノもしくはジ（Ｃ６－Ｃ３０）アリールアミノ基を表すか、ある
いは、隣接する置換基間に連結して、窒素、酸素、及び硫黄から選択される少なくとも１
個のヘテロ原子で炭素原子（複数可）の環が置換され得る、置換もしくは非置換の、単環
式もしくは多環式の、（Ｃ３－Ｃ３０）脂環式環または芳香族環を形成する、請求項１に
記載の有機電界発光デバイス。
【請求項３】
　式２の前記化合物は、以下の式７により表され、
【化３】

　式中、
　Ｖ及びＷは、それぞれ独立して、単結合、ＮＲ１５を表すが、ただし、Ｖ及びＷの両方
が単結合を表すこともＮＲ１５を表すこともないことを条件とし、
　Ｘｉは、水素、重水素、ハロゲン、シアノ基、置換もしくは非置換の（Ｃ１－Ｃ３０）
アルキル基、置換もしくは非置換の（Ｃ２－Ｃ３０）アルケニル基、置換もしくは非置換
の（Ｃ２－Ｃ３０）アルキニル基、置換もしくは非置換の（Ｃ３－Ｃ３０）シクロアルキ
ル基、置換もしくは非置換の（Ｃ６－Ｃ６０）アリール基、置換もしくは非置換の３～３
０員ヘテロアリール基、置換もしくは非置換のトリ（Ｃ１－Ｃ３０）アルキルシリル基、
置換もしくは非置換のトリ（Ｃ６－Ｃ３０）アリールシリル基、置換もしくは非置換のジ
（Ｃ１－Ｃ３０）アルキル（Ｃ６－Ｃ３０）アリールシリル基、または置換もしくは非置
換のモノもしくはジ（Ｃ６－Ｃ３０）アリールアミノ基を表すか、あるいは、隣接する置
換基間に連結して、窒素、酸素、及び硫黄から選択される少なくとも１個のヘテロ原子で
炭素原子（複数可）の環が置換され得る、置換もしくは非置換の、単環式もしくは多環式
の、（Ｃ３－Ｃ３０）脂環式環または芳香族環を形成し、
　Ｘｊ～Ｘｍは、それぞれ独立して、水素、重水素、ハロゲン、シアノ基、カルボキシル
基、ニトロ基、ヒドロキシル基、置換もしくは非置換の（Ｃ１－Ｃ３０）アルキル基、置
換もしくは非置換の（Ｃ３－Ｃ３０）シクロアルキル基、置換もしくは非置換の（Ｃ３－
Ｃ３０）シクロアルケニル基、置換もしくは非置換の３～７員ヘテロシクロアルキル基、
置換もしくは非置換の（Ｃ６－Ｃ６０）アリール基、置換もしくは非置換の３～３０員ヘ
テロアリール基、－ＮＲ５Ｒ６、または－ＳｉＲ７Ｒ８Ｒ９を表すか、あるいは、隣接す
る置換基間に連結して、窒素、酸素、及び硫黄から選択される少なくとも１個のヘテロ原
子で炭素原子（複数可）の環が置換され得る、置換もしくは非置換の、単環式もしくは多
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環式の、（Ｃ３－Ｃ３０）脂環式環または芳香族環を形成し、
　Ｍａ、Ｌａ、及びＸｅ～Ｘｈは、式２に定義されたとおりであり、
　Ｒ５～Ｒ９は、それぞれ独立して、水素、重水素、ハロゲン、シアノ基、カルボキシル
基、ニトロ基、ヒドロキシル基、置換もしくは非置換の（Ｃ１－Ｃ３０）アルキル基、置
換もしくは非置換の（Ｃ３－Ｃ３０）シクロアルキル基、置換もしくは非置換の（Ｃ３－
Ｃ３０）シクロアルケニル基、置換もしくは非置換の３～７員ヘテロシクロアルキル基、
置換もしくは非置換の（Ｃ６－Ｃ６０）アリール基、または置換もしくは非置換の３～３
０員ヘテロアリール基を表すか、あるいは、隣接する置換基間に連結して、窒素、酸素、
及び硫黄から選択される少なくとも１個のヘテロ原子で炭素原子（複数可）の環が置換さ
れ得る、置換もしくは非置換の、単環式もしくは多環式の、（Ｃ３－Ｃ３０）脂環式環ま
たは芳香族環を形成し、
　Ｒ１５は、水素、重水素、ハロゲン、シアノ基、カルボキシル基、ニトロ基、ヒドロキ
シル基、置換もしくは非置換の（Ｃ１－Ｃ３０）アルキル基、置換もしくは非置換の（Ｃ
３－Ｃ３０）シクロアルキル基、置換もしくは非置換の（Ｃ３－Ｃ３０）シクロアルケニ
ル基、置換もしくは非置換の３～７員ヘテロシクロアルキル基、置換もしくは非置換の（
Ｃ６－Ｃ６０）アリール基、または置換もしくは非置換の３～３０員ヘテロアリール基を
表す、請求項１に記載の有機電界発光デバイス。
【請求項４】
　式２中のＬａは、単結合を表すか、または以下の式１０～１９から選択される１つによ
り表され、
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【化４】

　式中、
　Ｘｉ～Ｘｐは、それぞれ独立して、水素、重水素、ハロゲン、シアノ基、置換もしくは
非置換の（Ｃ１－Ｃ３０）アルキル基、置換もしくは非置換の（Ｃ２－Ｃ３０）アルケニ
ル基、置換もしくは非置換の（Ｃ２－Ｃ３０）アルキニル基、置換もしくは非置換の（Ｃ
３－Ｃ３０）シクロアルキル基、置換もしくは非置換の（Ｃ６－Ｃ６０）アリール基、置
換もしくは非置換の３～３０員ヘテロアリール基、置換もしくは非置換のトリ（Ｃ１－Ｃ
３０）アルキルシリル基、置換もしくは非置換のトリ（Ｃ６－Ｃ３０）アリールシリル基
、置換もしくは非置換のジ（Ｃ１－Ｃ３０）アルキル（Ｃ６－Ｃ３０）アリールシリル基
、または置換もしくは非置換のモノもしくはジ（Ｃ６－Ｃ３０）アリールアミノ基を表す
か、あるいは、隣接する置換基間に連結して、窒素、酸素、及び硫黄から選択される少な
くとも１個のヘテロ原子で炭素原子（複数可）の環が置換され得る、置換もしくは非置換
の、単環式もしくは多環式の、（Ｃ３－Ｃ３０）脂環式環または芳香族環を形成する、請
求項１に記載の有機電界発光デバイス。
【請求項５】
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　式２中のＭａは、ピロリル、イミダゾリル、ピラゾリル、トリアジニル、テトラジニル
、トリアゾリル、テトラゾリル、ピリジル、ピラジニル、ピリミジニル、及びピリダジニ
ルからなる群から選択される単環系ヘテロアリール基か、またはベンゾイミダゾリル、イ
ソインドリル、インドリル、インダゾリル、ベンゾチアジアゾリル、キノリル、イソキノ
リル、シンノリニル、キナゾリニル、ナフチリジニル、キノキサリニル、カルバゾリル、
及びフェナントリジニルからなる群から選択される縮合環系ヘテロアリール基である、請
求項１に記載の有機電界発光デバイス。
【請求項６】
　式１中のＡ１及びＡ２は、それぞれ独立して、フェニル、ビフェニル、テルフェニル、
ナフチル、フルオレニル、フェナントレニル、アントラセニル、インデニル、トリフェニ
レニル、ピレニル、テトラセニル、ペリレニル、クリセニル、ナフタセニル、またはフル
オランテニルを表す、請求項１に記載の有機電界発光デバイス。
【請求項７】
　式２中の前記インドール環を形成していないＸａ～Ｘｈは、それぞれ独立して、水素、
シアノ基、非置換もしくはトリ（Ｃ６－Ｃ１０）アリールシリル基で置換されている（Ｃ
６－Ｃ１５）アリール基、または非置換もしくは（Ｃ６－Ｃ１２）アリール基で置換され
ている１０～２０員ヘテロアリール基（ここで、前記１０～２０員ヘテロアリール基はフ
リル、チオフェニル、ピロリル、イミダゾリル、ピラゾリル、チアゾリル、チアジアゾリ
ル、イソチアゾリル、イソオキサゾリル、オキサゾリル、オキサジアゾリル、トリアジニ
ル、テトラジニル、トリアゾリル、テトラゾリル、フラザニル、ピリジル、ピラジニル、
ピリミジニル、ピリダジニル、ベンゾフラニル、ベンゾチオフェニル、イソベンゾフラニ
ル、ジベンゾフラニル、ジベンゾチオフェニル、ベンゾイミダゾリル、ベンゾチアゾリル
、ベンゾイソチアゾリル、ベンゾイソオキサゾリル、ベンゾオキサゾリル、イソインドリ
ル、インドリル、インダゾリル、ベンゾチアジアゾリル、キノリル、イソキノリル、シン
ノリニル、キナゾリニル、キノキサリニル、フェノキサジニル、フェナントリジニル及び
ベンゾジオキソリルからなる群から選択される）を表すか、あるいは、隣接する置換基間
に連結して、置換もしくは非置換のベンゼン、置換もしくは非置換のインデン、置換もし
くは非置換のベンゾフラン、または置換もしくは非置換のベンゾチオフェンを形成してい
る、
請求項１に記載の有機電界発光デバイス。
【請求項８】
　式１中のＸ１～Ｘ１６としての前記トリアリールシリルは、トリフェニルシリルである
、請求項１に記載の有機電界発光デバイス。
【請求項９】
　式１により表される前記化合物は、以下の化合物からなる群から選択される、請求項１
に記載の有機電界発光デバイス:
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【化５－１】
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【化５－２】
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【化５－３】
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【化５－４】
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【化５－５】
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【化５－６】
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【化５－７】
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【化５－８】
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【化５－９】
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【化５－１０】
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【化５－１１】



(21) JP 2017-513220 A5 2020.12.24

【化５－１２】
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【化５－１３】
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【化５－１４】
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【化５－１５】
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【化５－１６】
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【化５－１７】
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【化５－１８】
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【化５－１９】
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【化５－２０】
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【化５－２１】
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【化５－２２】
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【化５－２３】
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【化５－２４】
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【化５－２５】

【請求項１０】
　式２により表される前記化合物は、以下の化合物からなる群から選択される、請求項１
に記載の有機電界発光デバイス:
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【化６－１】
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【化６－２】

【化６－３】
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【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１１】
　式中、
　Ａ１及びＡ２は、それぞれ独立して、置換もしくは非置換の（Ｃ６－Ｃ３０）アリール
基を表し、
　Ｘ１～Ｘ１６は、それぞれ独立して、水素、重水素、ハロゲン、シアノ基、置換もしく
は非置換の（Ｃ１－Ｃ３０）アルキル基、置換もしくは非置換の（Ｃ２－Ｃ３０）アルケ
ニル基、置換もしくは非置換の（Ｃ２－Ｃ３０）アルキニル基、置換もしくは非置換の（
Ｃ３－Ｃ３０）シクロアルキル基、置換もしくは非置換の（Ｃ６－Ｃ６０）アリール基、
置換もしくは非置換の３～３０員ヘテロアリール基、置換もしくは非置換のトリ（Ｃ１－
Ｃ３０）アルキルシリル基、置換もしくは非置換のトリ（Ｃ６－Ｃ３０）アリールシリル
基、置換もしくは非置換のジ（Ｃ１－Ｃ３０）アルキル（Ｃ６－Ｃ３０）アリールシリル
基、または置換もしくは非置換のモノもしくはジ（Ｃ６－Ｃ３０）アリールアミノ基を表
すか、あるいは、隣接する置換基間に連結して、窒素、酸素、及び硫黄から選択される少
なくとも１個のヘテロ原子で炭素原子（複数可）が置換され得る、置換もしくは非置換の
、単環式もしくは多環式の、（Ｃ３－Ｃ３０）脂環式環または芳香族環を形成し、
　Ｍａは、置換もしくは非置換の窒素含有５～３０員ヘテロアリール基を表し、
　Ｌａは、単結合、または置換もしくは非置換の（Ｃ６－Ｃ３０）アリーレン基を表し、
　Ｘａ～Ｘｈは、それぞれ独立して、水素、重水素、ハロゲン、シアノ基、置換もしくは
非置換の（Ｃ１－Ｃ３０）アルキル基、置換もしくは非置換の（Ｃ２－Ｃ３０）アルケニ
ル基、置換もしくは非置換の（Ｃ２－Ｃ３０）アルキニル基、置換もしくは非置換の（Ｃ
３－Ｃ３０）シクロアルキル基、置換もしくは非置換の（Ｃ６－Ｃ６０）アリール基、置
換もしくは非置換の３～３０員ヘテロアリール基、置換もしくは非置換のトリ（Ｃ１－Ｃ
３０）アルキルシリル基、置換もしくは非置換のトリ（Ｃ６－Ｃ３０）アリールシリル基
、置換もしくは非置換のジ（Ｃ１－Ｃ３０）アルキル（Ｃ６－Ｃ３０）アリールシリル基
、または置換もしくは非置換のモノもしくはジ（Ｃ６－Ｃ３０）アリールアミノ基を表す
か、あるいは、隣接する置換基間に連結して、窒素、酸素、及び硫黄から選択される少な
くとも１個のヘテロ原子で炭素原子（複数可）の環が置換され得る、置換もしくは非置換
の、単環式もしくは多環式の、（Ｃ３－Ｃ３０）脂環式環または芳香族環を形成し、
　前記縮合芳香族環または前記縮合芳香族複素環は、（Ｃ１－Ｃ１０）アルキル基または
（Ｃ６－Ｃ１５）アリール基でさらに置換され得る、ベンゼン、インドール、インデン、
ベンゾフラン、及びベンゾチオフェンからなる群から選択され、
　ヘテロアリール基は、Ｂ、Ｎ、Ｏ、Ｓ、Ｐ（＝Ｏ）、Ｓｉ、及びＰから選択される少な
くとも１個のヘテロ原子を含有する。
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